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環境再認識講演会『アユを育てる川仕事』
　　　　　　～近年の不漁と天然アユ復活に向けて～

ふれあい学級
　市教育委員会では、復学を目指して心身の準備を行なう子どもたちを支

援するために、教育研究所内に「ふれあい学級」を設置しています。

　ふれあい学級では、指導員や仲間との心のふれあいを大切に、達成感や

充足感が得られる活動を重点的に行なっています。

支援目標

・生活リズムを取り戻す

・心身の健康と安全を図る

・体験、経験に基づき自信を育てる

ふれあい
学級での
生　　活

・午前中：教科学習（中学生は英語・数学・社会・国語・

　　　　　理科、小学生は算数・漢字など）

・午後：軽スポーツ、野外活動、創作活動等

古津賀保育所落成
　3月22日（土）、市立古津賀保育所が完成し落成式があり

ました。これは、古津賀保育所の老朽化と、入所児童数

が減少した古津賀東保育所を保育所規模適正化計画に基

づき統合し、新たに古津賀保育所を建築したものです。

　総事業費202,625,896円、延べ床面積750.2平方メート

ル、建物は県産材を豊富に使った鉄骨一部2階建てです。

定員は100人、乳児室（2）、保育室（3）、ホール、保健室、

厨房の各部屋には冷暖房設備が完備されています。また、

野外には紫外線対策を施したプールや砂場のほか、滑

り台、ブランコ、ジャングルジム、鉄棒なども設置さ

れています。

　落成式では、両保育所の園児たちによる歌の披露や、

「あたらしい保育所をありがとうございました。みん

なで仲良く遊びます」とお礼のことばがありました。

　３月12日（水）西土佐ふれあいホールで、たかはし河川生物調査事務所代表の

高橋勇夫先生をお迎えし、『アユを育てる川仕事』と題した講演会を開催しました。

　高橋先生は、鮎の生態研究に20年以上も関わってこられ、実際に川に潜り観察・

調査してきた説得力ある数々の話に、聴講に訪れた市民からは多くの質問と深い

関心が寄せられました。

　①実験によると、ふ化したばかりの鮎は水温20℃以上で弱りやすく、平成６

年以降、土佐湾で頻繁に高い海水温が観測されるようになると、四万十川での鮎のふ化のピークが遅れ始め、

次いで鮎の減少が目立つようになった。②上流から流されてきた細かな砂や泥が河床に大量に留まり、鮎が

産卵する砂利の層が目詰まりし、親鮎が川床のごく表面にしか卵を産み付けることができない現状である。

対策として、産卵場の造成活動が行なわれている。など、鮎という身近なテーマから、地域の自然環境を考

える一日となりました。


